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　４月29日、江府町春の風物詩「こいのぼり」の設
置が江府町愛漁会をはじめとするボランティアの皆
さんによって行われました。当日は、雨や強風と
いった条件が悪い中、皆さんの協力によって無事に
設置が完了。まるでこいのぼりの完成を祝うよう
に、太陽が顔を出し、色とりどりのこいのぼりが日
野川の空を華麗に彩りました。

降ろす

運 ぶ

結 ぶ

縛 る立
て
る

今月号の
主な内容

■特集　ふるさと納税
■まちの話題
■農業委員会だより
■まちの教育
■地域おこし協力隊通信
■鳥獣被害を食い止めろ！
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こ
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
、
寄

付
者
に
対
し
て
様

々
な
特
典
を
設
け
る
自
治

体
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
江
府
町
で
も
平
成

24
年
度
か
ら
、
ふ
る
さ

と
納
税
さ
れ
た
方
に
町
特
産
品
な
ど
を
送
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
寄
付
を
す
る
方
は
、
税
金
の
控
除
に
加
え

て
様

々
な
特
産
品
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
江
府
町
側
も
、
寄
付
件
数
の
増
加
と
併

せ
て
特
産
品
が
全
国
に

出
回
る
こ
と
で
商
品
の

Ｐ
Ｒ
と
産
業
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も

メ
リ

ッ
ト
の
多
い
サ
ー

ビ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
メ
リ
ッ
ト

江府町ふるさと納税江府町ふるさと納税

平成25年度寄付実績

587件　8,042,000円
平成25年度寄付実績

587件　8,042,000円
～たくさんの御寄付、ありがとうございました！～～たくさんの御寄付、ありがとうございました！～

　
寄
付
の
一
種
で
、
ふ
る
さ
と
の
ま
ち
や
、

好
き
な
ま
ち
な
ど
、
全
国
任
意
の
自
治
体
に

ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
形
で
寄
付
を
す
る
と
、

寄
付
金
額
に
応
じ
て
所
得
税
と
住
民
税
の
控

除
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　
江
府
町
で
は
「
江
府
町
ふ
る
さ
と
応
援
基

金
」
を
設
け
、
自
然
環
境
の
保
全
や
子
育
て

支
援
、
医
療
の
充
実
な
ど
、
寄
付
者
が
希
望

さ
れ
る
事
業
に
大
切
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
と
は

平
成
25
年
４
月
〜
平
成
26
年
３
月
ま
で
に

ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
々

　

※

順
不
同

合
計
件
数

　５
８
７
件

　合
計
金
額

　８
，
０
４
２
，
０
０
０

　円
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平
成

24
年
度
か
ら
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
付
者
に
江
府
町
の
特
産
品
を

贈
る
サ
ー
ビ
ス
や
、
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ

ー
ド
で
の
寄
付
金
払
込
の
受
付
を
始

め
、
寄
付
件
数
が
大
幅
に
増
加
し
ま

し
た
。

　
平
成

23
年
度
と
比
較
し
て
、
平
成

24
年
度
末
で
お
よ
そ

30
倍
、
平
成

25

年
度
末
で
お
よ
そ

84
倍
の
伸
び
と
な

っ
て
い
ま
す
。

寄
付
実
績
が
大
幅
に
増
加
！

　
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
は
、
北
は

北
海
道
、
南
は
沖
縄
県
と
、
全
国
各

地
か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
特
に
関
東
・
関
西
か
ら
の
寄
附
が

多
く
、
全
体
の
７
割
以
上
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
、
全
国

の
様

々
な
地
域
の
方
に
江
府
町
を
応

援
し
て
い
た
だ
き
、
併
せ
て
江
府
町

の
良
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 寄

付
は
全
国
各
地
か
ら
！

　
町
外
に
お
住
ま
い
の
お
知
合
い
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
江

府
町
ふ
る
さ
と
納
税
を
是
非
ご
紹
介

い
た
だ
き
、
江
府
町
を
応
援
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
学
校
や
高
校
の
同
窓
会

な
ど
江
府
町
出
身
者
の
方
が
集
ま
る

予
定
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ふ
る
さ
と

納
税
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
を
ご
用
意

い
た
し
ま
す
の
で
、
役
場
奥
大
山
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

■
奥
大
山
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　
電

　
話

：

７
５-

３
２
２
２

　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ

：

７
５-

３
４
５
５

お
知
合
い
の
方
に

　
　
　ご
紹
介
く
だ
さ
い
！
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－ふるさと納税―特集

今
村

　
　
周

　
様
（
神
奈
川
県
）
中
村

　
次
郎

　
様
（
兵
庫
県
）

濱
田

　
義
之

　
様
（
大
阪
府
）

　
田
中
敬
太
郎

　
様
（
兵
庫
県
）

近
藤

　
和
男

　
様
（
千
葉
県
）

　
鄭

　
　
　
守

　
様
（
京
都
府
）

清
水

　
伸
二

　
様
（
埼
玉
県
）

　
森
川

　
光
也

　
様
（
愛
知
県
）

永
井

　
壮
一

　
様
（
愛
知
県
）

　
金
子

　
洋
子

　
様
（
神
奈
川
県
）

須
田

　
　
光

　
様
（
東
京
都
）

　
中
山

　
訓
宏

　
様
（
大
阪
府
）

伏
見

　
美
苗

　
様
（
岡
山
県
）

　
笠
井

　
俊
宏

　
様
（
京
都
府
）

川
島

　
裕
也

　
様
（
静
岡
県
）

　
山
田

　
英
明

　
様
（
京
都
府
）

生
田

　
正
雄

　
様
（
愛
知
県
）

　
津
和
崎
宏
児

　
様
（
東
京
都
）

北
川

　
武
司

　
様
（
岐
阜
県
）

　
小
田

　
竜
也

　
様
（
奈
良
県
）

山
村

　
和
彦

　
様
（
新
潟
県
）

　
大
串

　
元
一

　
様
（
埼
玉
県
）

中
村

　
　
玲

　
様
（
埼
玉
県
）

　
松
尾

　
和
寛

　
様
（
大
阪
府
）

日
比

　
茂
人

　
様
（
愛
知
県
）

　
千
葉

　
格
文

　
様
（
東
京
都
）

尾
関

　
一
成

　
様
（
広
島
県
）

　
中
西

　
俊
光

　
様
（
神
奈
川
県
）

村
田

　
暢
之

　
様
（
東
京
都
）

　
岡
本

　
　
智

　
様
（
東
京
都
）

竹
内

　
　
良

　
様
（
福
島
県
）

　
中
尾
俊
二
郎

　
様
（
愛
知
県
）

森
田

　
　
修

　
様
（
愛
知
県
）

　
子
安

　
信
寛

　
様
（
大
阪
府
）

中
尾

　
達
治

　
様
（
鳥
取
県
）

　
八
藤
丸
泰
久

　
様
（
福
岡
県
）

小
菅

　
佳
久

　
様
（
埼
玉
県
）

　
小
野
加
津
子

　
様
（
北
海
道
）

田
中

　
大
介

　
様
（
東
京
都
）

　
新
見

　
盛
也

　
様
（
鳥
取
県
）

玉

越
有
美
子

　
様
（
東
京
都
）

　
三

浦
　
隆

　
様
（
東
京
都
）

牧
野

　
弘
和

　
様
（
千
葉
県
）

　
池
内

　
秀
和

　
様
（
群
馬
県
）

村
松

　
　
明

　
様
（
東
京
都
）

　
細
野

　
博
志

　
様
（
千
葉
県
）

衛
藤

　
　
光

　
様
（
東
京
都
）

　
水
野

　
眞
澄

　
様
（
愛
知
県
）

水
野

　
春
奈

　
様
（
愛
知
県
）

　
下
村

　
国
博

　
様
（
大
阪
府
）

濵
田

　
義
之

　
様
（
愛
知
県
）

　
松
下

　
奈
美

　
様
（
東
京
都
）

志
賀

　
咲
子

　
様
（
兵
庫
県
）

　
加
藤

　
康
之

　
様
（
兵
庫
県
）

藤
田

　
誓
子

　
様
（
岡
山
県
）

　
廣
岡

　
　
孝

　
様
（
愛
知
県
）

石
井
と
も
み

　
様
（
東
京
都
）

　
須
藤

　
一
郎

　
様
（
東
京
都
）

太
田

　
幸
矢

　
様
（
大
阪
府
）

　
宮
内

　
政
雄

　
様
（
東
京
都
）

齊
藤

　
　
晋

　
様
（
北
海
道
）

　
丸
岡

　
賢
治

　
様
（
大
阪
府
）

亀
谷

　
和
彦

　
様
（
東
京
都
）

　
前
川

　
悠
樹

　
様
（
大
阪
府
）

西
村

　
博
之

　
様
（
東
京
都
）

　
今
井

　
正
人

　
様
（
埼
玉
県
）

前年度比　約３倍！

柳
田

　
智
彦

　
様
（
神
奈
川
県
）
尾
上

　
　
進

　
様
（
千
葉
県
）

大
野

　
和
子

　
様
（
埼
玉
県
）

　
野
田

　
研
一

　
様
（
埼
玉
県
）

平
木

　
　
誠

　
様
（
大
阪
府
）

　
緒
方

　
秀
俊

　
様
（
東
京
都
）

田
中

　
重
之

　
様
（
大
阪
府
）

　
鎌
倉

　
友
一

　
様
（
愛
知
県
）

吉
本

　
智
史

　
様
（
神
奈
川
県
）
柳
澤

　
哲
史

　
様
（
東
京
都
）

伊
藤
と
し
み

　
様
（
兵
庫
県
）

　
田
中

　
直
子

　
様
（
東
京
都
）

今
井

　
恒
正

　
様
（
東
京
都
）

　
中
村

　
伊
織

　
様
（
愛
知
県
）

佐
野

　
秀
光

　
様
（
東
京
都
）

　
真
理
人
貴
勝

　
様
（
東
京
都
）

湯
浅

　
真
介

　
様
（
大
阪
府
）

　
永
井

　
敬
裕

　
様
（
兵
庫
県
）

新
村

　
昌
弘

　
様
（
鹿
児
島
県
）
大
城
戸
義
裕

　
様
（
神
奈
川
県
）

佐
藤

　
栄
剛

　
様
（
福
岡
県
）

　
吉
田

　
　
實

　
様
（
神
奈
川
県
）

黒
須

　
秀
司

　
様
（
神
奈
川
県
）
犬
塚

　
邦
彦

　
様
（
長
崎
県
）

尾

髙
美
恵
子

　
様
（
岡
山
県
）

　
浅
井

　
博
史

　
様
（
神
奈
川
県
）

林

　
　
浩
平

　
様
（
東
京
都
）

　
山
口

　
裕
之

　
様
（
京
都
府
）

関
根

　
崇
行

　
様
（
群
馬
県
）

　
手
嶋

　
健
二

　
様
（
兵
庫
県
）

石
田

　
勝
久

　
様
（
千
葉
県
）

　
平
野

　
茂

　
　
様
（
東
京
都
）

小
島

　
秀
一

　
様
（
東
京
都
）

　
小
宮

　
博
美

　
様
（
神
奈
川
県
）

坂
田

　
敏
文

　
様
（
神
奈
川
県
）
仲
谷
ち
は
る

　
様
（
埼
玉
県
）

森

　
純
一
郎

　
様
（
兵
庫
県
）

　
木
谷

　
憲
典

　
様
（
鳥
取
県
）

谷
島

　
　
豊

　
様
（
東
京
都
）

　
櫻
澤

　
博
文

　
様
（
神
奈
川
県
）

内
田

　
章
文

　
様
（
鹿
児
島
県
）
奥
野
由
紀
子

　
様
（
大
阪
府
）

宮
崎

　
幸
浩

　
様
（
長
野
県
）

　
李

　
　
希
道

　
様
（
東
京
都
）

太
田

　
守
武

　
様
（
東
京
都
）

　
則
本

　
　
敦

　
様
（
岡
山
県
）

廖

　
　
明
清

　
様
（
沖
縄
県
）

　
平
林

　
　
亮

　
様
（
神
奈
川
県
）

岩
村

　
純
夫

　
様
（
鳥
取
県
）

　
大
日
健
太
郎

　
様
（
京
都
府
）

柳
川
講
治
郎

　
様
（
兵
庫
県
）

　
井
谷

　
健
一

　
様
（
大
阪
府
）

荒
川

　
明
美

　
様
（
大
阪
府
）

　
則
武

　
克
彦

　
様
（
愛
知
県
）

船
木

　
拓
志

　
様
（
東
京
都
）

　
武
田

　
　
修

　
様
（
東
京
都
）

岡
本

　
恒
幸

　
様
（
岡
山
県
）

　
山
本

　
　
円
　
様
（
大
阪
府
）

島
田

　
昌
建

　
様
（
奈
良
県
）

　
玉
置

　
永
二

　
様
（
神
奈
川
県
）

日
向
建
設
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役

　
長
友
政
和

　
様
（
神
奈
川
県
）

匿
名
希
望
の
方

々
　
　
４
６
０
名

江府町ふるさと納税寄付件数の推移

10 3 7 7 

205 

587 
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6262
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まちの話題

ま
ち
の

ま
ち
の

話
題

希望に胸ふくらむ入園・入学式希望に胸ふくらむ入園・入学式

▲みんなで「むすんでひらいて」を合唱

▲元気いっぱいの入場

▲先輩達から歌のプレゼント

こどもの国保育園こどもの国保育園－12名－

江府中学校江府中学校 －24名－

江府小学校江府小学校 －9名－

新年度を迎え保育園・小学校・中学校で入園・入学式が行われました。新たな環境での
スタートを写真でお伝えします。



明
徳
学
園
の
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
４
月

13
日
、
江
府
中
学
校
新
校
舎

で
「
伸
び
の
び
ト
ー
ク

in
江
府
町
」

が
行
わ
れ
、
平
井
知
事
や
子
育
て
に

関
わ
る
町
民
な
ど
約

20
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
今
回
は
「
保
育
料
軽
減
・
無
料
化

事
業
開
始
に
あ
た
っ
て
」
と
題
し
、

全
国
で
も
先
駆
け
て
保
育
料
の
無
料

化
を
図
っ
た
江
府
町
の
子
育
て
に
対

す
る
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
「
江
府
町
の
子
育
て
環
境

は
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
る
」
「
少

子
化
が
進
む
中
で
、
結
婚
・
就
労
支

援
対
策
が
重
要
だ
」
と
い
っ
た
意
見

が
聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
平

井
知
事
は
「
無
料
化
と
い
う
先
進
的

な
取
り
組
み
に
県
も
期
待
し
て
い
る
。

就
労
等
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
国
と

も
連
携
し
、
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
４
月

24
日
、
江
府
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
、
平
成

26
年
度
の
「
明
徳
学

園
」
の
入
学

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
明
徳
学

園
は
、
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
町

民
が
対
象
で
、
年
間

10
回
の
一
般
教
養
と
専

門
課
程
で
学
習
を
深
め
ま
す
。
今
年
度
の
明

徳
学

園
の
入
学
者
数
は
合
計
１
１
８
名
で
す
。

　
入
学
式
で
は
竹
内
理
事
長
か
ら
、
「
の
び

の
び
と
学
習
を
楽
し
み
、
様

々
な
こ
と
を
修

得
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
学
習
で
得
た
も
の

を
自
分
の
た
め
に
だ
け
で
は
な
く
、
と
も
に

学
ぶ
仲
間
や
家
庭
や
地
域
の
た
め
に
も
発
揮

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
の
目
標
を
持
ち
、
そ

の
達
成
の
た
め
に
進
ん
で
い
っ
て
ほ
し

い
。
」
と
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
明
徳
学

園
学
生

　
佐

々
木
自
治
会

長
が
「
自
ら
の
健
康
に
気
を
付
け
、
仲
間
と

共
に
学
習
に
取
り
組
み
、
江
府
町
の
た
め
に

役
立
つ
よ
う
努
力
し
ま
す
。
」
と
誓
い
の
こ

と
ば
を
述
べ
、
学
習
へ
の
意
欲
を
示
し
て
い

ま
し
た
。

5 平成26年５月号

まちの話題

平
井
知
事
と
子
育
て
に
つ
い
て
語
る

伸
び
の
び
ト
ー
ク
in
江
府
町

▲鳥取県と江府町が連携
　した、全国初となる保
　育料無料化を記念し、
宣言書が作成されました

▲誓いを述べる佐々木会長



　
４
月

12
日
、
上
の
段
広
場
で
青
年
団

主
催
の
お
花
見
会
が
行
わ
れ
、
親
子
連

れ
や
地
域
の
方
な
ど
約

50
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
上
の
段
広
場
の
桜
は
ち
ょ
う
ど
満
開

を
迎
え
、
過
ご
し
や
す
い
気
温
の
中
、

団

員
の
振
る
舞
う
お
で
ん
や

飲
み
物
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
今
回
は
４
月
か

ら
江
府
町
で
活
動
を
始
め
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
も
参
加
。
さ
っ
そ
く
地
域
の

方
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
毎

年
こ
の
お
花
見
会
に
参
加
し
て
い
る
方

か
ら
は
「
桜
の
時
期
が
来
る
と
青
年
団

の
お
花
見
会
が
待
ち
遠
し
く
な
る
。
普

段
話
せ
な
い
よ
う
な
人
と
じ
っ
く
り
交

流
が
で
き
て
楽
し
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

満
開
の
桜
で
乾
杯

　
３
月

30
日
か
ら
４
月
６
日
の
間
、
江
尾

の
街
中
で
奥
大
山
ひ
な
ま
つ
り
コ
レ
ク

シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
４
年
目
を
迎
え
た
ひ
な
祭
り
コ

レ
ク
シ

ョ
ン
。
ひ
な
祭
り
の
設
置
箇
所
は

も
ち
ろ
ん
、
通
り
を
飾
る
お
花
や
竹
飾
り

も
充
実
し
、
さ
ら
に
は
ス
タ

ッ
フ
ジ

ャ
ン

バ
ー
も
作
成
し
、
例
年
に
増
し
て
江
尾
の

街
が
活
気
に
満
ち

溢
れ
た
一
週
間
に
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
場
者
を
お
も
て
な
し
す
る
出

店
も
充
実
。
コ
ス
モ
ス
の
会
や
商
工
会
女

性
部
、
み
ち
く
さ
推
進
会
議
な
ど
、
多
く

の
団
体
が
奥
大
山
江
府
町
な
ら
で
は
の
味

で
お
客
さ
ん
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。
な
か
で

も
『
石
原
菓
子
店
』
の
石
原
忠
哉
さ
ん
に

よ
る
懐
か
し
の
銘
菓
「
桜
餅
」
は
連
日
大

盛
況
。
期
間
中
の
土
日
３
日
間
の

営
業
で

し
た
が
、
い
ず
れ
も
午
前
中
の
内
に
完
売

し
ま
し
た
。

　
主
催
し
た
文
化
協
会
の
方
は
、
「
来
年

は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
喜
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
、
さ
ら
に
頑
張
り
た
い
」
と
熱

く
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

大
人
気
！
奥
大
山
ひ
な
ま
つ
り
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

6平成26年５月号

まちの話題

▲様々なおひなさまが並ぶあいきょう江尾店２階

▲美しい桜の景色と美味しい料理で話が弾みます

▲満開を迎えた上の段広場の桜

▲石原忠哉さんによる懐かしの桜餅は、営業
　した３日を通して約1,000個が完売しました

江
府
町
青
年
団
お
花
見
会



　
平
成

26
年
４
月

15
日
（
火
）

〜
18
日
（
金
）
の
４
日
間
、

Ｊ
Ｒ
江
尾

駅
・
Ｊ
Ｒ
武
庫

駅
周
辺
に
て
平
成

26
年
度
第
１
回

「
高
校
生

　
マ
ナ
ー
ア

ッ
プ
さ
わ
や
か

運
動
」
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
こ
の

運
動
は
青
少
年
の
あ
い
さ
つ
、
服
装
な
ど
の
マ
ナ
ー

ア

ッ
プ
を
目
的
と
し
て
、
朝
の
通
学
・
通
勤
の
方
に
明
る
く
、

さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
・
声
か
け

運
動
を
行
う
も
の
で
す
。
ま

た
、
学
生
だ
け
で
な
く
、
大
人
に
も
あ
い
さ
つ
を
す
る
こ
と
で
、

社
会
の
ル
ー
ル
を
守
り
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
大
人
と
し
て

の
自
覚
を
促
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
青
少
年
育
成
江
府
町
民
会
議
の
会

員
を
中
心
に

約

60
名
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▲気持ち良いあいさつで１日が始まります

▲

街
頭
で
安
全
運
転

　を
呼
び
か
け
ま
し
た

▲町内事業所を巡り飲酒運転撲滅をお願いしました

　
４
月

15
日
（
火
）
、
せ
せ
ら
ぎ
公

園
に
て
第

21

回
江
府
町
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
兼
郡
体

予
選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
桜
が
舞
い
散
る
中
で
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
そ
れ
ぞ
れ
が
発
揮
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
て
い
ま
し
た
。

　
日
野
郡
民
体
育
大
会
の
予
選
選
考
会
も
兼
ね
て

毎
年
行
わ
れ
る
本
大
会
で
は
、

29
名
の
選
手
が
い

つ
も
以
上
に
気
合
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ー
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

〈
結

　果
〉

優

　勝
　
　
宮
本
精
子
さ
ん
（

32
打
）

準
優
勝
　
　
遠
藤
堅
一
さ
ん
（

35
打
）

第
３
位
　
　
板
垣
孝
子
さ
ん
（

36
打
）

7 平成26年５月号

まちの話題

｢

高
校
生

　マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

　さ
わ
や
か
運
動
」
を
実
施
し
ま
し
た

　
４
月
６
日
か
ら

15
日
の
間
、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
は
、
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
立

ち
番
、
溝
口
Ａ
コ
ー
プ
で
の
街
頭
広
報
、

飲
酒

運
転
撲
滅
の

た
め
の
事
業
所
巡
回
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
特
に

飲
酒

運
転
撲
滅
活
動
で
は
、
過
去
に
江
府
町
が
県
内

で
最
も

飲
酒

運
転
者
の
検
挙
率
が
高
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

酒
類
を
販
売
す
る
事
業
所
を
重
点
的
に
巡
回
し
、

飲
酒

運
転

撲
滅
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
暖
か
く
な
り
、
外
出
の
機
会
も
増
え

て
い
き
ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
譲
り

合
い
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
安
心
・
安
全
な
交
通
社
会
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。

事
故
の
無
い
安
心
の
ま
ち
を
目
指
し
て

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
実
施

グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
　ゴ
ル
フ
で
熱
戦



まちの話題

み
ん
な
で
創
る
診
療
所
へ

　
４
月
３
日
、
江
府
町
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー

で
、
江
尾
診
療
所
武
地
医
師
に
よ
る
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
江
尾
診
療
所
の
今
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
」
と
題
し
行
わ
れ
た
講
演

に
は
、
１
０
０
名
を
超
え
る
多
く
の
参
加
者

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
武
地
医
師
は
「
江
尾
診
療
所

は
町
民
み
ん
な
の
も
の
。
こ
れ
か
ら
は
地
域

の
み
ん
な
で
診
療
所
や
医
師
を
育
て
て
い
く

意
識
が
必
要
」
と
話
し
、
行
政
だ
け
で
な
く

患
者
と
一
緒
に
な
っ
て
地
域
医
療
を
創
り
あ

げ
て
い
く
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
先
生
の
診
療
所
に
掛
け

る
思
い
を
聞
き
、
感
動
し
た
」
「
自
分
も
診

療
所
の
た
め
に
出
来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
役

立
ち
た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
を
主
催
し
た
『
（
仮
称
）
江
尾
診

療
所
応
援
団
』
で
は
、
今
後
、
チ
ラ
シ
等
で

応
援
団
の
正
式
名
称
を
決
め
、
診
療
所
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
住
民
と
診
療
所
・

福
祉
保
健
課
と
の
意
見
交
換
の
開
催
な
ど
を

計
画
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　初夏の鵜の池湖畔を会場に、第３７回中国山地日野鵜

の池マラソン大会が開かれます。鵜の池湖畔を周回する

2.3㎞、4.6㎞、6.9㎞のコースがあり、子どもから大人ま

で楽しめます。現在、予約受付中です。ふるってご参加

ください。

【コース】鵜の池湖畔周回コース　2.3㎞、4.6㎞、6.9㎞

【参加費(参加賞あり)】

一般2,000円、高校生1,000円、中学生以下500円、

ファンランクラス一般1,000円、中学生以下500円

【申込期限】５月９日（金）当日消印有効

　　　　　　※ファンランクラスのみ当日受付可能（参加費無料）ただし、参加賞はありません。

【問合せ】鵜の池マラソン実行委員会（日野町教育委員会内、電話番号72－2107）

鵜の池マラソン大会が６月８日（日）に開かれます

郡内他町のイベント情報

鳥取県日野地区連携･共同協議会

日野町

8平成26年５月号

江
尾
診
療
所

　武
地
医
師
の
講
演
会

▲地域医療への思いを熱く語る武地医師▲会場を埋め尽くす程の多くの参加者



農
業
委
員
会
総
会
（
４
月
）

審
議
案
件
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　非
農
地
証
明
の
申
請

　
　
　
　
　２
件

　農
地
法
第
３
条

　
　
　
　
　
　
　１
件

　農
用
地
利
用
集
積
計
画

　
　
　
　12
件

平
成
25
年
度
農
業
委
員
会
審
議
実
績

農
地
法
第
３
条

　
　
　
　
　
　
　
　５
件

　（
農
地
の
所
有
権
移
転
等
許
可
手
続
）

農
地
法
第
４
条

　
　
　
　
　
　
　
　１
件

（
農
地
の
転
用
許
可
手
続
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
地
法
第
５
条

　
　
　
　
　
　
　
　１
件

　（
農
地
の
転
用
を
伴
う

　
　
　
　所
有
権
移
転
等
許
可
手
続
）

　
　

第
18
条
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　16
件

　（
農
地
の
賃
貸
借
の
解
約
等
）

農
用
地
利
用
集
積
計
画

　
　
　
　
　99
件

　（
農
地
の
貸
借
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

非
農
地
証
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　３
件

５
月
の
農
地
相
談
会

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
相
談
日

　平
成
26
年
５
月
29
日
（
木
）

　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で

◎
場

　所

　山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

農業委員会だより

9 平成26年５月号

　
４
月

21
日
（
月
）
休
暇
村
奥
大
山
に
お
い
て

20
名
の

参
加
で
、
農
業
者
年
金
友
の
会
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
平
成

25
年
度
決
算
・
平
成

26
年
度
事
業
計
画
・
予

算
の
承
認
・
決
定
を
し
、
農
業
者
年
金
に
加
入
い
た
だ

け
る
方
の
掘
り
起
し
、
推
進
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
研
修
会
で
は
白
石
副
町
長
に
「
明
る
く
元
気

な
江
府
町
を
め
ざ
し
て
」
を
題
目
に
江
府
町
の
豊
富
な

魅
力
を
活
か
す
取
り
組
み
、
町
の
抱
え
る
問
題
、
そ
の

解
消
と
実
現
に
向
け
て
の
課
題
に
つ
い
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
会

員
か
ら
質
問
も
た
く
さ

ん
あ
り
実
り
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
江
府
町
が

い
つ
ま
で
も
華
や
か

な
町
で
あ
る
事
を
願

い
、
記
念
品
と
し
て

花
の
種
が
配
ら
れ
ま

し
た
。

①
少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年
金

　
・
自
ら
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の

運
用
収
入
を
、

　
　
将
来
受
給
す
る
年
金
の
原
資
と
し
て
積
み
立
て

　
　
て
い
き
、
こ
の
年
金
原
資
の
額
に
応
じ
て
年
金

　
　
額
が
決
ま
る
積
立
方
式
（
確
定
拠
出
型
）
の
年

　
　
金
で
す
。

②
保
険
料
の
額
は
自
由

　
・
保
険
料
は
月
額
２
万

〜
６
万
７
千

円
の
間
で
、

　
　
１
，
０
０
０
円
単
位
で
自
由
に
決
め
ら
れ
ま
す
。

　
・
農
業
経

営
の
状
況
や
老
後
設
計
に
応
じ
て
、
い

　
　
つ
で
も
保
険
料
を
見
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
80
歳
ま
で
保
証
付
き
の
終
身
年
金

　
・
年
金
は
生
涯
支
給
さ
れ
ま
す
。

80
歳
ま
で
に
亡

　
　
く
な
ら
れ
て
も
、

80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は
ず

　
　
で
あ
っ
た
老
齢
年
金
額
が
、
死
亡
一
時
金
と
し

　
　
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

④
公
的
年
金
な
ら
で
は
の
税
制
上
の
優
遇
措
置

　
・
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控

　
　
除
の
対
象
と
な
り
、
節
税
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、
年
間

60
日

　
　
以
上
農
業
に
従
事
す
る

60
歳
未
満
の
人

江
府
町
農
業
者
年
金

　
　
　友
の
会
総
会
を
開
催

江
府
町
農
業
者
年
金

　
　
　友
の
会
総
会
を
開
催

農
業
者
年
金
に

　
　
　加
入
し
ま
し
ょ
う

老
後
の
生
活
を
完
全
に
サ
ポ
ー
ト

問い合わせ先　農業委員会事務局　☎（75）6620

次
の
条
件
を
満
た
す
方
な
ら

　
　
　
　
　
　だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま
す
！

次
の
条
件
を
満
た
す
方
な
ら

　
　
　
　
　
　だ
れ
で
も
加
入
で
き
ま
す
！



Hello, everyone!
Spring is here!  I’m so happy.  I love winter because of the snow, but I also love spring because it brings flowers 
and warmth with it.  
Recently, Joshua and I visited Fukuoka.  It was so much fun!  It rained for two days while we were there, though, 
which prevented us from going to Kumamoto or Beppu because we still had much to see in Fukuoka.  　　
We went to Nanzouin, a temple with a large Buddha statue (that is laying down).  We also went to Fukuoka Tower, 
some aquariums, Kushida Shrine, and the Pokemon Center.  We were able to see some beautiful cherry blossoms, 
too, and the Hakata Station lit up the cherry trees at night in pink and purple lights.  It was very beautiful.  
We also ate lots of Tonkotsu Ramen.  It was delicious!  We tried different kinds of restaurants.  My favorite is a 
tiny shop near Kyushu Sangyo College called, “Ichiraku Ramen.”  It is a very tiny shop that Joshua visited seven 
years ago, and he recommended it to me.  The shop’s ramen is the best I have tasted (I loved the way the meat 
just melted in my mouth, mmm̃).  
Now that it’s spring, I plan on visiting Hanakairo soon.  Last year, I went during the end of May, so a lot of the 
flowers were already gone.  This year, I hope to go earlier so I can see more flowers (and tulips!).
Take care!̃Connie

みなさん、こんにちは。
　春が来ました!　私はとてもうれしいです。私は冬は雪が降るから大好きですが、春は暖かさ
やお花を運んで来てくれるので春も大好きです。
　最近、ジョシュアと福岡に行ってきました。とても楽しかったです。そこにいる間の二日間
雨がずっと降っていたので、（次に予定していた）別府や熊本には行けませんでした。なぜか
と言うと、まだたくさん行って見たいところが福岡にあったからです。
　私たちは南蔵院に行きました。そこには、横になった大きな仏像があります。そして、福岡
タワーや水族館、櫛田神社やポケモンセンターにも行きました。きれいな桜の花も見ることが
できました。博多駅前には、きれいな桜の木があって、夜にはピンクや紫のイルミネーション
でライトアップされて、とてもきれいでした。
　それと、たくさん豚骨ラーメンを食べました。とてもおいしかったです。いろんなレストランのラーメンを食べて
みました。私の一番気に入ったラーメンのお店は、九州産業大学近くの「一楽ラーメン」という小さなお店です。と
ても小さい店ですが、ジョシュアが七年前に行ったことがあって、彼のお勧めのお店でした。一楽ラーメンは今まで
で一番おいしいラーメン屋さんでした。（特に、肉が口の中で溶けていくのがたまりませ～ん）。
　春になったので、近々花回廊に行こうと思っています。去年、五月の終わりに行きましたが、その時にはたくさん
の花がもう終わっていました。なので、今年は早めに行って、たくさんの花(特にチューリップ)を見たいと思います。
みなさん、お元気で!　カーニーより

おたより＊町立図書館おたより＊町立図書館おたより＊町立図書館 平　日　8:30～19:00
土日祝　8:45～17:30

開館時間

＊小説

　海賊女王(上・下)／皆川博子

　ときぐすり／畠中恵

　山桜記／葉室麟

＊一般書

　セラピスト／最相葉月

＊ＹＡ（小学校高学年～一般向図書）

　トリシアは魔法のお医者さん！！(７)／南房秀久

＊児童

　コロポックル絵物語／有川浩

　あたらしい自動車ずかん／いのうえこーいち

＊絵本

　９９９ひきのきょうだいのおとうと／木村研

　だましえだいく／青山邦彦

★ 今月の特集展示 ★

「姉者、姉者」
　と叫びつつ、船尾の方から景の弟、景親が駆け付
けてきた。景を超すほどの長身だが、その眉は姉と
は逆の八の字を描き、いまにも泣き出しそうな顔で
いた。
「やめてくれ、姉者」
　旋回を始めた船の上を早足でどんどん船尾へ向か
う景に、縋り付くようにして懇願した。景は歩みを
止めず、面倒臭そうに眉根を寄せると、
「うるっさいな、お前は。何だよ」
「姉者自身が乗っ取りを掛けんでもいいじゃない
か」
「馬鹿め」
　景がにべもなく答えたところで二人は船尾に着い
た。
　景は船尾の楯板に脚を掛け、
「こんな面白いこと、他の奴にやらせてたまるか」
　言うや、魔物そのものの笑みを浮かべて再び楯板
の上に屹立した。その勇姿に、周囲の小早の兵たち
からは割れんばかりの歓声が上がった。
　　　　　　　　―――和田 竜『村上海賊の娘（上）』より

　2014年の本屋大賞は、『のぼうの城』の和田竜氏による長
編傑作が受賞。見目は良くないが、腕っ節と豪胆さは「海賊
王」と呼ばれた父親ゆずり。男以上に男らしい姫の活躍をご
覧あれ。

★ 今月のおすすめの一節 ★ ★ 今月の新着図書 ★

　新緑が芽吹き、自然の中がにぎやかになる季節で

す！　「生きものたちがめざめる季節」をテーマ

に、絵本や児童書を集めました。図書館入口の正面

に展示していますので、ぜひご利用ください。

カーニ
ー先生のほのぼのコラム　
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学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

　
平
成

26
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

江
府
小
・
江
府
中
と
も
に
ピ
カ
ピ

カ
の
新
入
生
を
迎
え
、
江
府
っ
子

達
も
は
り
き
っ
て
学
校
に
通
っ
て

い
ま
す
。

　
小
学
校
１
年
生
は
、
新
た
に
徒

歩
通
学
や
バ
ス
通
学
が
始
ま
り
ま

し
た
。
慣
れ
な
い
通
学
で
事
故
な

ど
に
遭
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
学

校
お
助
け
隊
で
は
、
今
年
度
も
低

学
年
の
下
校
に
合
わ
せ
て
一
緒
に

歩
い
た
り
、
横
断
歩
道
な
ど
に
立

っ
た
り
し
て
、
子
ど
も
達
の
安
全

な
下
校
を
見
守
る
下
校
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
見
守
り
支
援
は
、
５
月
以
降
も

実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
よ
り

多
く
の
方
の
お
力
を
お
借
り
で
き

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
５
月
か
ら
は
、
早
速
、

江
府
小
学
校
で
本
の
読
み
聞
か
せ

が
始
ま
り
ま
す
。
昨
年
度
に

引
き

続
き
、
５
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
が
、
子
ど
も
達
に
読
み

聞
か
せ
を
し
て
く
だ
さ
る
予
定
で

す
。

　
こ
の
他
に
も
、
郷
土
学
習
や
九

九
の
聞
き
取
り
な
ど
子
ど
も
達
の

学
習
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

く
学
習
支
援
、
除
草
作
業
・
花
壇

整
備
と
い
っ
た
環
境
整
備
支
援
な

ど
、
様

々
な
場
面
で
学
校
支
援
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。
多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局

　
　
　
　☎
（
75
）
２
２
２
３

▲お助け隊による読み聞かせ（昨年度より）

▲お助け隊に見守られ安全に横断

保・小・中連携だより保・小・中連携だより

よろしくお願いしますよろしくお願いします
春の人事異動により、江府町にたくさんの先生方がお越

しになりました。江府っ子達のために力を発揮して活躍

いただきたいと思います。

江府中学校

江府小学校

木村良樹先生
(大山中より)

三好由訓先生
（日野中より）

尾﨑正春先生
（倉吉養護学校より）

森本裕成先生
（新規採用）

影山夕姫先生
（新規採用）

野村祥子先生
(尚徳共同調理場より)

黒見真由美先生
(日南小より)

久城達也先生
(日南小より)

原田雅文校長先生
（大山青年の家より）

川上敦史先生
(岸本小より)

其山　恵先生
(溝口小より)

篠田千早先生
(大山小より)

子供の国保育園

11 平成26年５月号
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12平成26年５月号

地域おこし協力隊通信

私たちが江府町にきて１か月が経ちました！

江府町と皆さんのことを知るために研修で様々な所を回らせて頂きました。 

地域おこし協力隊通信

　研修で感じた安達社長の熱意と行動力、

スタッフの方の徹底ぶり、そしてあいきょ

うさんの地域愛に感動しました。買い物を

する楽しみや笑顔がぎゅっと詰まった素晴

らしいひまわり号とこひまわり号でした。

（片岡、清水、上谷）

雨宮　達樹
　町内に若者が
溢れるような町
にしたいです!!

古海　修祐
　江府町で新た
な産業を作れる
よう頑張りま
す!!

清水　祐花
　色々な出会い
を大切に。５月
からも頑張りま
す!!

上谷　美波
　江府町でたく
さん学び努力し、
元気いっぱいに
頑張りたいです。

長田　啓
　地域で知恵、
技術、経験を学
べる事に本当に
感謝してます。

片岡　薫哉
　もっと町民の
方の名前と顔を
覚えられるよう
に努力！

編集後記

あいきょう
 保育士さん達が普段どのように園児達と

接しているか、どんな教育をしているか勉

強させて頂きました。この子供達が将来住

み続けたいと思えるような町にしていきた

いです。（雨宮）

保育園

 会員同士、また地域方々皆様が、野菜を

通して心地よく触れ合いながら営業されて

いると感じました。店頭での業務の他に、

店内のPOPなども作成させていただき、楽

しくも勉強になる研修となりました。

（古海）

みちくさ
 宮市研修活動は、協力隊にとってチェー

ンソーの初体験など、緊張の連続でしたが、

熟練の皆さんに丁寧な指導をいただき、安

心して活動することが出来ました。これか

らもたくさんのことを学ばせて頂きたいで

す。（長田）

宮市井手さらい

№１ ～研修の成果～

あまみや ふるみ しゅうすけ しみず ゆうか かみたに みなみ ながた ひらく かたおか くにやたつき



第１回健康推進委員会を開催しました第１回健康推進委員会を開催しました
　
４
月

17
日
（
木
）
、
江
府
町
防
災
・
情
報
セ
ン

タ
ー
で
、
第
１
回
健
康
推
進
委

員
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
健
康
推
進
委

員
会
で
は
、
町
内
の
各
集
落
か
ら
選

出
し
て
い
た
だ
い
た
委

員
さ
ん
に
向
け
て
、
委
嘱
状

の
交
付
と
、
今
年
度
の
事
業
計
画
、
平
成
２
５
年
度

の
実
績
報
告
等
を
行
い
ま
し
た
。

 

【
地
域
お
け
る
健
康
推
進
委
員
さ
ん
の
役
割
】

　
健
康
推
進
委

員
の
皆
さ
ま
に
は
、
町
が
行
う
健
康

づ
く
り
事
業
と
町
民
の
皆
さ
ま
を
つ
な
ぐ
、
「
橋
渡

し
の
役
割
」
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、

＊
住
民
健
診
や
予
防
接
種
書
類
の
世
帯
配
布
を
通
し

　
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
意
欲
の
後
押
し

＊
地
域
支
え
合
い
等
を
目
的
と
し
た
補
助
金
事
業
の

　
活
用

＊
福
祉
保
健
課
が
集
落
に
出
か
け
て
開
催
す
る
出
張

　
福
祉
保
健
講
座
の
活
用

が
あ
り
ま
す
。
江
府
町
で
は
、
健
康
推
進
委

員
の
皆

さ
ま
に
、
き
め
細
や
か
な
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
お
か
げ
で
、
県
内
で
一
番
、
特
定
健
診
受
診
率

と
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
接
種
率
が

高
い
と
い
う
、
目
に
見
え
る
成
果
も
得
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
健
康
推
進
委

員
さ
ん
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康

づ
く
り
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
、
と
て
も
大
切

な
存
在
で
あ
り
、
日
頃
の
活
動
に
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

【
先
輩
健
康
推
進
委
員
か
ら
一
言
！
】

　
今
回
の
委

員
会
の
中
で
、
健
康
推
進
委

員
４
年
目

を
お
勤
め
い
た
だ
く
委

員
さ
ん
か
ら
、
委

員
の
仕
事

の
実
際
に
つ
い
て
、
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

報
告
で
は
、
地
域
的
な
特
性
が
あ
り
、
自
動
車
の

運

転
が
で
き
る
人
で
な
い
と
、
健
診
等
の
書
類
配
布
が

難
し
い
と
い
う
現
状
や
、
町
が
行
っ
て
き
た
ほ
っ
と

サ
ロ
ン
（
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ

ン
や
健
康
講
座
を
行
う
事
業
）
が
好
評
な
の
で
、
実

施
回
数
を
増
や
し
て
欲
し
い
等
の
言
葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

 

　
委

員
さ
ん
の
報
告
を
聞
き
、
改
め
て
委

員
の
皆
さ

ま
に
ご
苦
労
を
お
か
け
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
と
、
町
が
行
う
事
業
の
反
響
を
、
皆
の

代
表
と
し
て
伝
え
て
い
た
だ
く
役
目
と
し
て
、
非
常

に
大
切
な
役
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。

　
委

員
の
皆
さ
ま
に
は
、
お
願
い
す
る
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

委嘱状の代表者交付を受ける
美用　川島　土志子　さん

健康推進委員の活動を報告する
美女石　長尾　昭　さん

13 平成26年５月号
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14平成26年５月号

－information―お知らせ

江府町では平成26年度も引き続き
不妊治療助成を行います

江府町では平成26年度も引き続き
不妊治療助成を行います

住民健診のお知らせ住民健診のお知らせ

　不妊治療とは不妊症で悩んでいる方を対象に行われる治療で、一般不妊治療と高度生殖補助医療に分けら

れます。治療段階が上がるほど、治療費が高く、保険適応外となります。そのため、全額自己負担で治療を

しなくてはならず、経済的負担の大きい治療となっています。

　江府町では、子どもを安心して産み育てることができるように平成２４年度から助成を行っています。

対　　象

　夫もしくは妻のいずれか一方またはその両方が１年以上継続して江府町に住所を有しており、鳥取県不妊

　治療費助成金の交付の決定を受けた者。（県助成金以外に、他の自治体から助成を受けている場合は対象

　外。）

助成金額

○特定不妊治療　

　特定不妊治療に要した費用に10分の９を乗じた額から県助成金を差し引いた額、

　ただし１回の上限は５万円

○人工授精　人工授精に要した費用の５分の２

　（１年度当たりの上限４万８千円、通算２年度まで）

申請窓口：江府町福祉保健課

　　　　　電　話　0859－75－6111

　　　　　ＦＡＸ　0859－75－6161

今年度も下記の日程で住民健診を行います。受診して、自分の体の状態を把握しましょう。

時　期：平成26年７月15日（火）～18日（金）

　　　　平成26年10月中旬（７月の補足及び、社会保険加入者）

場　所：総合健康福祉センター

※一般健診：問診・身体計測・血圧測定・尿検査・診察・採血・心電図（ただし、⑤の該当者の場合は心電図は医師
　が必要と判断した場合のみ実施されます。）

必要書類等もございますので、申請予定

の方はお早めにご連絡ください。

申し込みをしなかったという人は当日
まで申し込みを受け付けていますので、
お電話ください。
福祉保健課保健係：75－6111

料　金

一
般
健
診※

健診項目 対象者（年齢基準日：年度末）

が
ん
検
診

①19～39歳の健診

③江府町国保特定健診

大腸

②健康診査

⑤特定健診

④後期高齢者の健診

胃

肺

バリウム

たん検査

レントゲン

肝炎ウイルス

19～39歳

40～74歳の江府町国保加入者 無料

40歳以上

生活保護受給者

40～74歳の江府町国民健康保険以外の医療保険加入者で、
医療保険者から「特定健診受診券」を発行されている方

75歳以上（誕生日から）の後期高齢者医療保険加入者（65
歳以上の加入者含む）

30歳以上で町胃カメラ検査の対象ではない方

レントゲンを受ける方のうち下記の条件に該当する方
①50歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）が600以上
②40歳以上で６カ月以内に血痰があった方

40歳以上

40歳以上でまだ受けたことのない方
（受診希望の有無は検診当日確認します。）

無料

200円

無料

医療保険者が
設定する額

500円

800円

値上げしました

300円

100円

400円



注１）鳥取県では、今年度、「妊娠を希望する女性」、「妊婦の夫」、「妊婦または妊娠を希望する女性と同居して
　　　いる家族」について、保健所または委託医療機関において、無料で風しん抗体価検査を行っていますのでご利
　　　用ください。くわしくは、米子保健所（電話0859－31－9317）にお問い合わせください。

①　19歳以上50歳未満の風しん抗体価の低い女性（平成27年３月31日時点）

　　（※保健所または医療機関で抗体価検査を受けた証明書が必要です）（注１）

②　妊婦の夫（※抗体価検査は必須ではありません）

医療機関で予防接種を受けた後に、次のものを持って福祉保健課窓口へお越しください。

①　風しん予防接種の「接種済証兼領収証」（医療機関が発行）

②　「風しん抗体価結果通知書」（女性の場合のみ）（医療機関が発行）

③　印鑑、口座番号のわかるもの

平成26年４月１日～平成27年３月31日

2,000円（総接種費用から2,000円を除いた額を公費助成します）

江府町役場　福祉保健課　保健係（総合健康福祉センター２階）（電話75－6111）

平成26年度も風しん予防接種費用の助成を行います平成26年度も風しん予防接種費用の助成を行います
　風しんは、妊婦、とくに妊娠初期の女性が風しんにかかると、赤ちゃんにも感染し、耳が聞こえにくい、

目が見えにくい、生まれつき心臓に病気がある、発達がゆっくりしているなどの障がい（先天性風しん症候

群）が現れる可能性がある感染症です。 現在は成人に多い病気で、10代後半～50代前半の男女に多く発病

しています。

　風しんは予防接種で予防できる感染症です。江府町では、昨年にひきつづき、接種費用の助成を行いますの

で、対象の方は、ぜひ接種することをご検討ください。（※妊娠中の女性は接種することができません。）

　なお、助成の対象者と受け方が、昨年と一部異なりますので、ご注意ください（下表下線部参照）。

　江尾診療所を中心とする江府町総合健康福祉センターは、住民の“いのちと健康を守る”拠点として、平

成12年に創設されました。創設15年目を迎える現在、地域の中の診療所として、子どもから高齢者まで、１

か月あたり約1,200人の多くの町民の皆さまにご利用いただいております。

　江尾診療所及び当センターでは、これからも住民の皆さまにとって、より身近で快適な質の高いサービス

を提供できる機関としてあり続けたいと考えております。そこで、このたび、通院患者の皆さまの実態、満

足度やご意見、ご要望を把握するためのアンケート調査を実施することにいたしました。

　皆さまのご意見をもとに、より“わたしたちのまちの診療所”となるために、改善、充実していきたいと

考えておりますので、ぜひ皆さまのご協力をお願いいたします。

対 象 者

助 成 期 間

自 己 負 担 額

担 当 課

対 象

担 当 課

調査期間

方 法

江府町福祉保健課（電話75－6111）

対象の方には、来院時に受付でアンケート用紙を

お渡ししますので、質問項目にご記入の上、お帰

りの際に回収箱にお入れください。

平成26年４月21日（月）

～平成26年５月30日（金）（月～金のみ）

江尾診療所に定期的に通院するすべての方

（１人につき１回）

助成の受け方

15 平成26年５月号

お知らせ－information―

江尾診療所通院患者の皆さまへ

“わたしたちのまちの診療所”となるために
通院患者の実態を把握するためのアンケート調査にご協力ください

“わたしたちのまちの診療所”となるために
通院患者の実態を把握するためのアンケート調査にご協力ください
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－information―お知らせ

平成26年５月号

《奥大山スキー場雪崩事故の経過について》

　去る４月11日（金）・12日（土）の２日間、江府町防災・情報センターにおいて、奥大山スキー場
雪崩事故の住民説明会を、開催しました。町三役・議長・副議長出席のもと、竹内町長より事故の経
過、補償金の内容などについて説明を行いました。以下に、当日の配布資料を掲載します。

・平成22年12月31日午後1時5分頃雪崩発生、4名が

　雪崩と遭遇し、死亡。

・平成23年6月29日松江簡易裁判所で3名（A、B、

　C）の方の相続人と調停開始。

・平成23年12月1日調停不成立

・平成23年12月22日Bの方の相続人1名と和解成立

　（6分の1、500万円支払）

・平成24年1月30日Cの方と和解成立

　（3,000万円支払）

・平成24年4月27日Dの方と和解成立

　（3,000万円支払）

・平成24年4月18日及び平成24年5月21日、2名（A、

　B）の方の相続人から松江地方裁判所民事部へ損害

　賠償請求事件として訴状が提出された。

・平成24年6月その他の費用として3,150,000円支払

・平成26年3月10日判決。

平成23年から24年の和解金とその他費用

Bさん和解金（1名分）　　　　　　　5,000,000円

Cさん和解金　　　　　　　　　　　30,000,000円

Dさん和解金　　　　　　　　　　　30,000,000円

その他費用　　　　　　　　　　　　 3,150,000円

支払済み合計額　　　　　　　　　　68,150,000円

Aさん（訴訟要求額）90,445,804円

裁判所認定額　　　　　　　　　　　55,505,620円

利息（年5％）　　　　　　　　　　　9,093,797円

訴訟費用　320,000円×3/5＝192,000円

　　　　　　　　　　　　　　小計　64,791,417円

Bさん（訴訟要求額）109,395,199円

裁判所認定額　　　　　　　　　　　64,106,747円

利息（年5％）　　　　　　　　　　 10,511,750円

訴訟費用　350,000円×３／５＝ 210,000円

　　　　　　　　　　　　　　小計　74,828,497円

その他費用

　2,204,689円　 　　　小計  2,204,689円

　　　　　　　　　　　　　　合計　141,824,603円

１、補償金支払額の内訳

３、補償金額等合計額－特別交付税と給与削減額＝一般会計から支出額

平成22年度の豪雪に伴う特別交付税基金

　　　　　　　　　　　　　　　　 120,000,000円

平成23年給与カット率と削減金額

町長30％、副町長・教育長各20％　  7,488,000円

議員15％　　　　　　　　　　　  　5,296,000円

職員3％　　　　　　　　　　 　　　2,091,000円

削減金額の小計　　　　　　　　　  14,875,000円

平成26年裁判所判決に伴う認定額とその他費用

Aさん認定額　　　　　　　　　　64,791,417円

Bさん認定額　　　　　　　　　　74,828,497円

その他費用　　　　　　　　　　　 2,204,689円

今回支払合計額　　  　　　　 　141,824,603円

平成23年、24年の支払済み額と

　　　平成26年支払額の合計　209,974,603円

平成26年給与カット率と削減金額

町長30％、副町長・教育長各20％　4,299,000円

議員10％　　　　　　　　　　　　 2,499,000円

職員（管理職）3％　　　　　　　　  786,000円

削減金額②小計　　　 　　　　　　 7,584,000円

特別交付税と削減金額合計　　　  142,459,000円

２、和解金と認定額の支払金の財源内訳

209,974,603円 142,459,000円 67,515,603円
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お知らせ－information―

平成26年５月号

ご
み
の
分
別
に
つ
い
て
お
願
い

　
先
日
、
日
野
町
江
府
町
日
南
町

衛
生
施

設
組
合
ご
み
処
理
施
設
「
く
ぬ
ぎ
の
森
」

で
、
可
燃
ご
み
の
中
に
混
入
さ
れ
て
い
た

ス
プ
レ
ー
缶
が
爆
発
す
る
と
い
う
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
作
業
さ
れ
て
い
る
方
に

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
事
故

に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
可
燃
ご
み
の

中
に
ス
プ
レ
ー
缶
、
ビ
ン
・
缶
類
を
絶
対

に
混
入
さ
せ
な
い
よ
う
、

「
く
ら
し
の
カ

レ
ン
ダ
ー
江
府
町
家
庭
ご
み
の
分
け
方
出

し
方
」
を
見
て
、
分
別
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

５
月
は
赤
十
字
社
員

　
　
　
　
　
　増
強
月
間
で
す

日

　時
：
６
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
３
時(

予
定)

場

　所
：
航
空
自

衛
隊

　
美
保
基
地
内

　
　
　
（
鳥
取
県
境
港
市
小
篠
津
町
２
２
５
８
）

内

　容
：
航
空
機
地
上
展
示
、
航
空
機
飛

　
　
　
　
行
展
示
、
消
防
車
両
展
示
、
ス

　
　
　
　
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
煙
体
験
な
ど

■
注
意
事
項

⑴
ご
来
場
の
際
は
、
駐
車
場
（
無
料
）
に

　
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機

　
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑵
「
身
体
障
が
い
者
補
助
犬
」
以
外
の
ペ

ッ

　
ト
類
を
連
れ
て
の
来
場
は
出
来
ま
せ
ん
。

⑶
シ
ー
ト
類
、
椅
子
及
び
脚
立
、
三
脚
等

　
は
、
飛
行
場
地
区
内
で
使
用
で
き
ま
せ

　
ん
。
（
グ
ラ
ン
ド
等
の
休
憩
所
で
は
使

　
用
で
き
ま
す
。
）

■
お
問
合
せ
先

　
航
空
自

衛
隊
美
保
基
地
渉
外
室
広
報
班

　
☎
０
８
５
９

－

45

－

０
２
１
１(

代
表)

航
空
機
が
大
集
合
！

  

美
保
基
地
航
空
祭
が
行
わ
れ
ま
す

全
て
の
社
会
人
入
学
生
に
奨
学
金
支
給

　”
と
り
た
ん
“
で
学
び
ま
せ
ん
か
？

※

ス
プ
レ
ー
缶

は

使
い
切
っ
て

不
燃
ご
み
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※

さ
び
、
損
傷

の
ひ
ど
い
ビ

ン
・
缶
類
は
不
燃
ご
み
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※

分
別
に
困
っ
た
時
は

　
役
場
建
設
課

75

－

３
３
０
６
ま
で
。

　
鳥
取
短
期
大
学
で
は
、
大
学
で
学
ぶ
こ

と
を
希
望
す
る
社
会
人
（

22
歳
以
上
）
の

方
を
対
象
と
し
た
Ａ
Ｏ
方
式
選
考
に
よ
る

入
学
生
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｏ
方
式
と
は
、
筆
記
試
験
や
面
接
試

験
と
異
な
り
、
入
学
を
希
望
す
る
方
と
直

接
面
談
を
行
い
、
志
望
学
科
の
教
育
内
容

を
十
便
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

学
科
側
も
入
学
を
希
望
す
る
方
の
意
欲
・

適
性
な
ど
を
多
面
的
・
総
合
的
に
判
断
し

た
う
え
で
入
学
を
決
定
す
る
方
式
で
す
。

入
学
者
に
は
年
間

20
万

円
の
奨
学
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

■
募
集
学
科
・
専
攻

　
国
際
文
化
交
流
学
科
／
生
活
学
科
情
報
・

　
経

営
専
攻

／
生
活
学
科
住
居
・
デ
ザ
イ

　
ン
専
攻

／
生
活
学
科
食
物

栄
養
専
攻

／

　
幼
児
教
育
保
育
学
科

■
募
集
人
員

　
各
学
科
・
専
攻
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

　
（
予
定
定

員
に
な
り
次
第
募
集
終
了
）

■
お
問
合
せ

　
鳥
取
短
期
大
学
広
報
課

　
☎
０
８
５
８

－

26

－

９
１
７
１

　
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
毎
年
５
月
を

「
赤
十
字

運
動
月
間
」
と
定
め
、
広
報
活

動
を
通
じ
て
、
皆
様
に
赤
十
字
の
理
念
や

活
動
に
賛
同
い
た
だ
き
、
一
人
で
も
多
く

の
方

々
に
「
社

員
」
に
な
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
、
社
資
（
活
動
資
金
）
を
広
く
募
集

す
る
強
化
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
江
府
町
で
も
、
区
長
さ
ん
や
行
政
連
絡

員
さ
ん
を
「
日
本
赤
十
字
社
鳥
取
県
支
部

協
賛
委

員
」
に
委
嘱
し
、
社
資
の
拠
出
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
昨
年
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
社
資
は

53
万
６
千

円
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
社
資
は
日
本
赤
十
字
社
に
集

め
ら
れ
、
災
害
救
護
活
動
な
ど
日
本
赤
十

字
社
の
人
道
的
活
動
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
赤
十
字
の
輪
が
広
が
り
ま
す

よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
段

々
暖
か
く
な
り
、
農
作
業
に
忙
し

い
季
節
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
農
繁
期
で
あ
る
こ
の
時
期
は
、
毎
年

農
作
業
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ト

ラ
ク
タ
ー
や
田
植
え
機
で
の
移
動
時
、

道
路
か
ら
圃
場
へ
の
出
入
り
は
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。ま
た
、
適
度
に
休
息
を

取
り
無
理
の
な
い
作
業
を
心
掛
け
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

　
普
段
か
ら
農
作
業
事
故
に
つ
な
が
る

危
険
の
あ
る
個
所
・
作
業
を
認
識
し
、

家
族
や
仲
間
同
士
で
声
を
掛
け
合
い
、

み
ん
な
で
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

春
の
農
作
業

　
　
　安
全
月
間
実
施
中

（
４
月
１
日
〜
５
月
31
日
）
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食

改
おすすめ

チャレンジクッキングチャレンジクッキング

簡単洋風おから
材料（4人分）
ベーコン　　　40ｇ

玉ねぎ　　　1/2個（60ｇ）

しめじ　　　1/2房（60ｇ）

にんじん　　40ｇ

おから　　　80ｇ

牛乳　　　　200ml

塩　　　　　1ｇ

黒こしょう　少々

　牛乳を加えることで、しっとりとした食感にしあがり
ます。
　また、うまみも増えて、おいしくカルシウムもたくさ
ん摂ることができます。　　（食生活改善推進協議会）

作り方
①　ベーコン、玉ねぎ、しめじ、にんじんは粗みじん切りにする。
②　フライパンを熱し①の材料ををよく炒め、おからを入れてざっと炒めた
　　ら牛乳を加えて塩コショウをし、水分がなくなるまで混ぜながら煮る。

一人分栄養量　エネルギー 85kcal

　　　　　　　カルシウム 85mg　食塩相当量 0.6ｇ

（５月）

▲改良が進む、奥大山コンニャク芋の栽培

　奥大山高原野菜研究会は、江府町の新しい特

産野菜の産地化を目指して、平成20年に町内

農家の有志で設立された組織です。現在は、コン

ニャクの産地化にむけた取り組みを中心に活動

しています。

　4月8日には、江府町日輪閣で平成26年度奥

大山高原野菜研究会の説明会及び栽培講習会が

開催されました。今年度は町報で新規会員の募

集をかけ、新たに6名の会員が増え総勢21名の

会員となりました。説明会では、奥大山高原野

菜研究会の活動や26年度の事業計画について

の説明がありました。

　栽培講習会では、日野農業改良普及所の渡辺

普及員から圃場準備、定植、病害虫の予防等コ

ンニャク芋栽培に関する講習を受けました。

　また、今年度は巡回指導の充実、試験圃場の

設置、先進地の視察研修等を計画しており、こ

れらの活動を通して栽培技術の向上に努め、加

工などにも関係機関と協力し取り組んでいく予

定です。

奥大山高原野菜研究会 元気です！！活動報告
元気です！！活動報告
元気です！！活動報告
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　日本年金機構から送られている納付書を添えて金融機関で

お支払いください。なお、口座振替の方は、上記期限が振替日です。
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6月 JU N E5月 MAY 行事カレンダー

今月の国民年金
納付期限 ５月分　平成26年６月30日まで

応援ありがとうございます！

平成26
年

5月1日
現在

延申込件数 　44件

延寄付金額 50万円

ふ る さ と 納
税

■まちの人口　3,256人（－3）
男　1,525人（＋2）
女　1,731人（－5）

■世帯数　　1,112世帯（＋5）

4月末現在（　　）は前月比
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土

日

月

火

水

木

金

土

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

江尾診療所

総合健康福祉センター

防災・情報センター

運動公園総合グラウンド

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

防災・情報センター

高齢者創作館

防災・情報センター

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

総合健康福祉センター

防災・情報センター

江府町山村開発センター

役場本庁舎のみ

防災・情報センター

19:00～20:30

～19:00

13:00～16:00

13:30～15:30

13:00～14:30

18:30～22:00

13:30～15:30

～19:00

9:30～16:00

13:00～16:00

14:00～15:30

19:00～20:30

～19:00

10:00～12:00

13:30～15:30

13:00～17:00

～19:00

9:00～16:00

19:00～20:30

13:30～16:00

～19:00

14:00～15:30

公民館講座（ヒップホップ）

もの忘れ外来

ぼちぼち倶楽部

公民館講座（手話）

職域ソフトボール大会

公民館講座（墨彩画）

明徳学園

公民館講座（陶芸）

公民館講座（社交ダンス）

公民館講座（ヒップホップ）

公民館講座（大正琴）

公民館講座（和紙折紙）

公民館講座（押し花）

消費生活相談窓口開設

公民館講座（ヒップホップ）

農地相談会

公民館講座（フラダンス）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）
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防災・情報センター

役場本庁舎のみ

総合健康福祉センター

防災・情報センター

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

江尾診療所

防災・情報センター

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

防災・情報センター

役場本庁舎のみ

総合健康福祉センター

防災・情報センター

9:00～12:00

～19:00

9:30～11:30

10:00～12:00

19:00～20:30

～19:00

13:00～16:00

13:30～15:30

13:00～17:00

～19:00

13:30～15:30

13:30～15:30

14:00～15:30

19:00～20:30

～19:00

10:00～12:00

19:00～20:30

人権・行政相談日

江尾の会

公民館講座（大正琴）

公民館講座（ヒップホップ）

もの忘れ外来

公民館講座(絵手紙・油絵）

公民館講座（押し花）

公民館講座（パッチワーク）

公民館講座（書道）

公民館講座（社交ダンス）

公民館講座（ヒップホップ）

家族の会

公民館講座（生花）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

証明書発行窓口延長
（住民票、印鑑、所得、納税証明）

　４月後半から㈱丸合溝口店様に新たに取り扱っていただ
けることになりました。現在のところ可燃ごみ袋（大）の
みになります。今後も江府町の分別にご協力ください。

【江府町指定ごみ袋取扱店について】

　江府町観光協会では、江尾十七夜の伝統を次世代に継承
していくため、江尾十七夜に関するエピソード、写真など
の情報を収集しています。
　江尾十七夜の思い出、幼少時の写真等がありましたら江
府町観光協会にご連絡ください。
　※ご提供いただきました資料等は、大切に取扱い返還い
たします。　
　江府町観光協会　TEL　75－6007

江尾十七夜に関するエピソード、写真などの
提供についてご協力をお願いします

固 定 資 産 税 　 １ 期
《５月の納税は》

納期限は６月２日(月)です。（口座振替は６月２日）

)
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　日野郡全域で広がる野生鳥獣（イノシシ、

シカ等）による農林業被害を３町が連携し

て食い止めるため、平成25年12月に「日野

郡鳥獣被害対策協議会」を設立しました。

　平成26年４月３日に活動拠点となる事務

所の開設式及び実施隊員４名の辞令交付式

を行い、本格的な活動を開始しました。今

後は、協議会と町が中心となり地域ととも

に、鳥獣被害対策に取り組んでいきます。

鳥獣被害を食い止めろ!!
～ 実施隊、出動開始！ ～～ 実施隊、出動開始！ ～

鳥獣被害を食い止めろ!!

メン
バー紹

介
メン
バー紹

介

石川隊員山川隊員 木下リーダー 高野隊員

◆協議会の構成員
日南町、日野町、江府町、日南町森林組合、鳥取日

野森林組合、日野郡猟友会、鳥取県農業共済組合

西部支所、鳥取県西部農業協同組合、鳥取県西部

総合事務所生活環境局、日野振興センター

◆実施隊の主な活動内容
①被害状況調査、パトロール

②侵入防止柵の設置、維持管理の指導

③鳥獣被害に関する研修会等の実施

④技術実証  等　

注）有害駆除、捕獲奨励金、

　  侵入防止柵設置等は、

　  町が引き続き担当します。

◆事務所

　日野振興センター２階　☎0859－72－1399

check
!!

隊員の
ユニフォームを
隊員の
ユニフォームを

活動に伴い実施隊員が、みなさんの水田畑

周辺を巡回します。このユニフォームを見

かけたら、お気軽に声をかけてください。


